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いた PKC(PKC: Public Key Cryptography) basedブロードキャスト認証方式を新たに提案している。また、
送り手側の階層型キーチェーンと受取手側の階層型キーチェーンの構造を導入し、ワイヤレスセンサネット
ワークにおける長期間での認証に対応できる長期遅延型ブロードキャスト認証方式を新たに提案している。
さらに、遅延型ブロードキャスト認証方式を実現するための軽量かつセキュアのグローバル時期間期プロト
コルを新たに提案している。理論的な分析とテストベッド上での評価実験により、提案した方式の有効性を
示している。これらの研究成果は情報工学上貢献するところが大きいと判断される。今後は、提案した方式
をより現実で大規模なワイヤレスセンサネットワーク環境上に実装し、その有効性を示すことが望まれる。
平成 24年 6月4日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著者に論
文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員によって、合
格と判定された。
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(工学)の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。
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